
１　実施期間：令和８年１月１３日（火）から令和８年２月１２日（木）まで

２　応募状況：応募者数２人、意見件数２件

３　意見と本市の考え方

番号 頁・行 記載内容 意見 本市の考え方 反映結果

1

ウォーターフロントの部分について、外国人や観光客が多数いると思われる。
災害時は、外国語が対応できる職員の確保が必要と思われる。
また、観光客が足止めされた場合、土地勘のない人たちに情報をどう提供するのか考え
ておいたほうがよいと思う。
大規模な体育館などでは感染症などが広がる恐れがあるため、分散避難という考え方が
最近広がっている。体育館の整備もよいが、分散避難に対応した避難所の検討もあって
も良いと思う。
大規模な停電が起こった際に、必要なのが、信号機の電源、携帯電話などの情報機器の
充電、空調、照明などであると思う。いざというときに混乱しないように、バッテリー
付きの信号機・照明、信号機の不要な環状交差点の設置検討、携帯電話充電スポットの
準備などが必要と思われる。

市民以外からの意見のため、本市の
考え方は付さないこととします。

Ｅ

2 巻末資料1-8 地籍調査事業

　現在明治時の区分けにより誤りがあってもその土地を閲覧しても「あなたは明治時代
に生まれていたんですか？」と市の職員に言われたことがある為。また、災害復旧にお
いても職員が知らず、明治（はいはんちけん）の地図のみで連絡なしに工事され、後に
連絡した、等と言われた事がある為。現在、過去の土地を調べた●旧豊浦４町は旧町役
場での対応となり、何を言っても明治がベースであり、何とも言えないことがあった
為、「おえらいさんが決めたから」で終わるため地籍をちゃんとしてほしい。
（住民）本人不在で全て決める事があった為（今はないでしょうが）

（●は判読不能）

記名なしのため、本市の考え方は付
さないこととします。

Ｅ

「下関市国土強靱化地域計画（改定素案）」に対するパブリックコメント実施結果

【反映結果】

Ａ：意見を踏まえて政策を補足修正、または追加した

Ｂ：軽微な文言修正を行った

Ｃ：施策の補足修正、追加を行わなかった

Ｄ：施策実施にあたって考慮すべき事柄として参考とした

Ｅ：パブリックコメントの対象外の意見として扱った

Ｆ：公表しない意見


